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は，ただ，これを個々人の判�断でそのときどきに授�

業実践で行うだけでなく，子�どもたちに力を付けて�

いく学校組織と�し�て意図的・計画的な見通�し�を持っ�

た取組が期待されているとい�える。�

　では，このような「活用」�の力をどのように見取�

り評価�し�ていくことが考えられるの�か？　それには，�

隣接校種の学びとつながる「�活用」実践のモデルを，�

それぞれの蓄積から，また今�後の取組から引き出�し�，�

中長期的なスパンで，�子どもを育てるイメージ�（育っ�

てほ�し�い子どもの姿）�を描き，�視覚化�し�ていくことが�

重要となると思われる。それ�が，活用のように繰り�

返�し�や螺旋的に指導�し�ていく時間が求められる力�の�

場合，評価の指標の作成とも�つながり，評価を活か�

し�た指導の改善や，子どもに�自己評価を促�し�，自分�

の生活を見つめ，学習活動も�見つめ，先への見通�し�

を持ちながら学ぶことを導け�ると考えるからである。�

　家庭科のように複合的な内�容・活動を取り扱う教�

科では，�評価をどのような指標で，�その�「伸び�し�ろ」�

（�実�践�力�な�ど�複�合�的�な�力�を�つ�け�て�い�く�た�め�に�は�短�期�

的な見える成果に加えて，重�ねながら伸ばす，次へ�

つながる「伸び�し�ろ」をいかに育て，それ�を育むか�

が求められる）�を保障�し�ていくか，�が絶えず課題にな�

ると考えられる。そのため，�これまで実践力の育成�

とかかわって蓄積�し�てきた評価方法をあら�ためて振�

り返るとともに，�「活用」�を視野に入れた学習のル�ー�

ブリックの作成やポー�ト�フォリオの活用，ほかの�組�

み込みの検討が求められてく�ると考えられる。�

　今回の学習指導要領の�改訂の動きとかかわって，�

期待されている取組の１�つと�し�て「活用」の力の育�

成がある。それにかかわ�って，どのような取組が期�

待され，どのようにその�力の獲得を見取り，保障�し�

ていくことが考えられる�のか。�

　学�習�指�導�要�領�の�総�則�の�言�葉�等�を�手�が�か�り�に，�「活�

用」�の位置づけを推測すると，�「習得された基礎的・�

基本的な知識及び技能を�活用�し�て課題を解決するた�

めに必要な思考力，判断�力，表現力その他の能力を�

はぐくむ」と把握される�。�し�か�し�ながら，実際，現�

在試行と�し�て様々に発表されてきてい�る「活用」場�

面を参照�し�，その実践例からモデルを�引き出�し�イメ�

ージすると，�「習得」�と�「�探究」�の間で以下のように�

多様に重ねて現れること�が確認できる。�

　例え�ば，�（A）�そ�の時�間で�取り�上げ�たこ�とを�即時�活�

用，�（B）�既習事項を課題に応じて選�択判断�し�，�組み立�

て�活�用�（�縦�の�活�用�；�時�間�的�に�以�前�に�学�ん�だ�こ�と�の�活�

用，今学んだことを将来�的に学ぶことへつなげる活�

用）�，�（C）�既習事項を他教科の習得事項�・内容と関連�

づけ�て活�用�（�横�の活�用）�，�（�D）�生活�場面�等�を取�り上�げ，�

既習�事�項�を�問題�解�決�に�向け�て�活�用，�（�E）�社�会的�実�践�

に参加�し�，そこでの課題解決の中で既�習事項を活用，�

などである。�

　このように，1）�「活用」を方法と�し�ておさえ，何�

かの力を育成�し�ていく，2）�「活用」する力自体を育�

てることを目指す，3）�活用課題自体も探究さ�せ，そ�

の中で活用する力も培う�，など，実践上ではすでに�

多様な取組が行われてい�ることが確認できる。問題�
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1．は�じ�めに�

　学習指導要領の改訂�（2008年）�に続いて，指�

導要録の改訂�（2010年）�が行われた。�第2次世界�

大戦後の教育課程改革を総覧�し�た時，およそ�

四半世紀ぶりに訪れた大きな改革の実像が明�

らかになりつつある。とりわけ，指導要録の�

改訂は，教育評価の方針や規準を示すことに�

よって，教育課程改革において何が重視され�

るのかを明確にするという役割を持っている。�

この小論では，今回の指導要録改訂にあらわ�

れた教育評価の新�し�い動向を読み解いてみた�

いと思う。�

　�

2．指導要録における「観点」�

　今�回�の�指�導�要�録�の�改�訂�は，現�行�指�導�要�録�

（2001年改訂）�から採用された「目標に準拠�し�

た評価」の立場を継承するとともに，その立�

場をさらにパワーアップするものと�し�て提起�

されたと考えてよいだろう。そのことを象徴�

す�る�も�の�が，�「観�点�別�学�習�状�況」欄�に�お�け�る�

「観点」の変更である。そもそも，指導要録�

における「観点」とは，望ま�し�い学力のあり�

方とその要素を示すものであり，それぞれの�

教科学習における指導と評価の基軸となるも�

のである。�

　周知のように，新学習指導要領における学�

力観は「確かな学力」観であり，その学力要�

素と�し�て，�「①基礎的・基本的な知識・技能の�

習得，②知識・技能を活用�し�て課題を解決す�

るために必要な思考力・判断力・表現力等，�

③学習意欲」�（中央教育審議会・初等中等教育�
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分科会教育課程部会「教育課程部会における�

これまでの審議のまとめ」�2007年９月28日）�と�

提起されている。�し�たがって，指導要録にお�

ける「観点」も，この学力要素と整合的に設�

定される必要があった。�

　�

3．観点「表現」の位置づけの変更�

　その結果，現行指導要録と改訂指導要録の�

「観点」は，基本的に以下のように変更され�

ることになった。�

　�「確かな学力」観に即するならば，�「習得」�

レ�ベ�ル�は�観�点「知�識�・�理�解」�「技�能」で�あ�り，�

「活用」�レ�ベルが観点「思考・判断・表現」�

であり，�「学習意欲」�は観点�「関心・意欲・態�

度」と�し�て設定されたことになる。�

　現行指導要録との比較では，�「表現」�の位置�

づけが変更されたことが明らかである。この�

「表現」の位置づけの変更こそ，改訂指導要�

録が打ち出そうとする教育評価の新�し�い考え�

方を示すものである。少�し�長くなるが，この�

点�に�つ�い�て�の�解�説�を�引�用�し�て�お�こ�う。�「�『思�

考・判断・表現』と�し�て，従来の『思考・判�

断』に『表現』を加えて示�し�た趣旨は，この�

観点に係る学習評価を言語活動を中心と�し�た�

表現に係る活動や児童生徒の作品等と一体的�

に行うことを明確にするものである。このた�

め，この観点を評価するに当たっては，単に�

文章，表や図に整理�し�て記録するという表面�

的な現象を評価するものではなく，例えば，�

自ら取り組む課題を多面的に考察�し�ているか，�

観察・実験の分析や解釈を通�じ�規則性を見い�

だ�し�ているかなど，基礎的・基本的な知識・�

技能を活用�し�つつ，各教科の内容等に即�し�て�

思考・判断�し�たことを，記録，要約，説明，�

論述，討論といった言語活動等を通�じ�て評価�

するものであることに留意する必要がある」�

（中央教育審議会�「児童生徒の学習評価の在り�

方について�（報告）�」�（2010年３月24日，�傍線筆�

者，以下「報告」と略）�。�

　つまり，従来の「技能・表現」では「技能�

を表現する」�ことであったものを，今回は�「思�

考・判断�し�たことを表現する」と改められ，�

PISAショック以来重視されてきた�「活用型学�

力」を評価する視点が明確化された。小学校�

　�家庭，中学校　�技術・家庭においては，指導�

要録の「観点」においては現行と変更がなか�

ったものの，観点「生活を創意工夫する能力�

（生活を工夫�し�創造する能力）�」においては，�

従来以上に�「創意工夫」�「工夫・創造」�の様相�

を言語活動等を通�じ�て「表現」させることが�

大切になってきたといえよう。�

　�

4．�「パフォーマンス評価」の重要性�

　さらには，このように「表現」�し�たものを�

評�価�す�る�方�法�と�し�て�，�改�訂�指�導�要�録�は�「パ�

フォーマンス評価」を推奨�し�ている。すなわ�

ち，�「思考力・判断力・表現力等を評価するに�

当たって，�『パフォーマンス評価』�に取り組ん�

でいる例も見られる。パフォーマンス評価と�

は，様々な学習活動の部分的な評価や実技の�

評価をするという単純なものから，�レ�ポー�ト�

の作成や口頭発表等による�ママ�評価するという�

複雑なものまでを意味�し�ている。または，そ�

れら筆記と実演を組み合わせたプロジェク�ト�

を通�じ�て評価を行うことを指す場合もある」�

（�「報告」�）�。�

　この説明からもわかるように，評価対象で�

ある�「思考・判断・表現」�の質によって，�「パ�

フォーマンス評価」の方法も選択・工夫され�

ることになる。その場合，児童・生徒による�

「パフォーマンス」に関する評価基準をいか�

に客観的に設定できるかが，評価の信頼性を�

確保するために重要となる。現在，この「パ�

フォーマンス評価」の評価基準と�し�て着目さ�

れているのが「ルーブリック」である。紙幅�

の�関�係�で�具�体�例�は�割�愛�す�る�が，�「ル�ー�ブ�リ�ッ�

ク」とは評定尺度とその内容を記述する指標�

（そ�し�て，具体的なサンプル）�から成り立って�

いて，�「評価指針」と訳されている。�

　以上，�「表現」�の重視と�「パフォーマンス評�

価」の提案は，多くの教育現場では未知の領�

域に属することであろう。�し�か�し�，質の高い�

学力を真に実現するためには，今こそ新�し�い�

評価の考え方を拓く必要がある。�
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田中 耕治�

新しい評価の考え方�
－「表現」の重視と「パフォーマンス評価」の提案－�



　ここでは，�例えば�「生活や技術�への関心・意�

欲・態度」�の観点では，�関心をもつ対象�が材料�

や加工といった「技�術」�（Technology）�であ�る�

こ�と�を�示�す�な�ど，評価�の�対�象�を�明�確�に�す�る�た�

め�の�配�慮�が�な�さ�れ�て�い�る�こ�と�を�確�認�し�て�い�た�

だきたい。�

（�2）�　�評価規準の精選�

　先�生�方�の�負�担�感�を�軽�減�し�効�果�的�な�評�価�を�行�

うことは適切な�指導に繋がる。�そこで，�今回は�

本�当�に�必�要�な�も�の�に�つ�い�て�適�切�に�評�価�で�き�る�

よ�う�に�す�る�こ�と�を�目�指�し�，学�習�指�導�要�領�の�各�

指�導�項�目�や�事�項�に�お�け�る�目�標�を�明�確�にし�，記�

録�に�残�す�評�価�と，指導�上�の�配�慮�事�項�等�の�区�別�

に努めている。�

　具�体�的�に�は�国�立�教�育�政�策�研�究�所�か�ら�示�す�

「評価の参考資�料」�は，�例えば内容Ａの�（�１）�で�

は以下の①～③�の流れで作成�し�ている。�

　�「�解�説」に�示�さ�れ�た�と�お�り，こ�こ�に�は「関�

心・意欲・態度�」�に関する目標�し�かない。�その�

た�め，�「�評�価�規�準�に�盛�り�込�む�べ�き�事�項」等�に�

は，�他の観点に関する�記述はないので�ある。�関�

心�を�も�た�せ�る�た�め�の�指�導�の�過�程�で�は�様�々�な�知�

識などが必要と�なるかも�し�れない。�し�か�し�，�そ�

れ�ら�は�あ�く�ま�で�も�関�心�を�も�た�せ�る�た�め�の�素�材�

で�あ�り，それ�ら�の�知�識�を�習�得�す�る�こ�と�は�目�標�

で�は�な�い。この�こ�と�を�明�確�に�し�て�い�る�の�で�あ�

る。�このようにするこ�とで，�本当に必要なもの�

に�つ�い�て�の�指�導�と�評�価�に�教�師�が�集�中�で�き�る�と�

考える。�

　�

4．おわりに�
　以下は，内容�Ａ及びＢの�「�設計」�に関する事�

項における�「�生活を工夫�し�創造する能力」�の観�

点の「評価規準�の設定例」であ�る。�

　二�つ�が�ほ�ぼ�同�様�の�文�章�と�な�っ�て�い�る�の�は，�

技�術�・�家�庭�科�で�は�指�導�す�る�学�年�指�定�が�な�い�た�

めである。�「�評価規準の設�定例」�は第３学年で�

指�導�し�た�場�合�を�想�定�し�て�例�示�し�て�い�る�の�で�あ�

る。�そこで，�各学校では，�実際に指導す�る学年�

等�に�応じ�て�目�指�す�生�徒�像�を�明�確�に�し�，評価�規�

準を設定する必�要がある。�

　このように，�実際に評価を行う�ためには，�様�

々な配慮が必要�となる。�し�か�し�，�技術・家庭科�

で�し�か�で�き�な�い�指�導�を�し�，そ�の�成�果�を�適�切�に�

評�価�し�て�初�め�て�こ�の�教�科�の�大�切�さ�を，生徒�の�

み�な�ら�ず�社�会�も�認�識し�て�く�れ�る�は�ず�で�あ�る。�

ぜひ本稿を参考�に，�適切な評価に�努め，�よりよ�

い授業を実践�し�ていただきたい�。�

KGK　�ジ�ャ�ー�ナ�ル　Vol.45-3　54　KGK　�ジ�ャ�ー�ナ�ル　Vol.45-3

1．は�じ�めに�
　平�成�22年�５�月�に�学�習�評�価�に�関�す�る�通�知�が�文�

部�科�学�省�か�ら�示�さ�れ�た。本稿�で�は�こ�こ�に�示�さ�

れ�た�考�え�方�を�元�に，これ�か�ら�の�技�術�分�野�に�お�

ける学習評価に�ついて概説する。�

　�

2．学習評価の基本方�針�
　平�成�12年�の�教�育�課�程�審�議�会�答�申�に�お�い�て�学�

習評価の機能と�し�て以下が示され�た。�

　そ�し�て，これ�ら�の�機�能�を�よ�り�よ�く�果�た�す�た�

めに，�前回の学習指導要�領改訂において�，�「評�

定」�もいわゆる絶対評�価に変更された。�今回も�

「学�習�指�導�に�係�る�PDCAサ�イ�ク�ル�の�中�で，学�

習�評�価�を�通じ�，授�業�の�改�善�や�学�校�の�教�育�活�動�

全�体�の�改�善�を�図�る�こ�と�が�重�要。�」と�の�認�識�の�

下，�「�『目標に準拠�し�た評価』�による�『観点別学�

習状況の評価』�や�『�評定』�を実施するとい�うこ�

れ�ま�で�の�学�習�評�価�の�在�り�方�の�大�枠�は�維�持し�，�

深化を図る」と�いう基本方針が示�されている。�

　�

3．学習評価に関する�変更点�
　先�の�基�本�方�針�に�基�づ�き，特に�観�点�別�学�習�状�

況の評価につい�て以下のように変�更�し�た。�

（�1）�　�評価の観点の趣旨�

　観�点�別�学�習�状�況�の�評�価�を�行�う�た�め�に�は，ま�

ず�各�観�点�で�具�体�的�に�何�を�評�価�す�る�の�か�を�把�握�

することが必要�である。�そ�し�て，�これは，�技術�

分野の目標を明�確にすることにも�繋がる。�

　今�回�は，以下�の�よ�う�に�観�点�の�趣�旨�を�変�更し�

ている。�

上�
野�
　�
耕�
史�

ウエノ　コウシ�
1962年�栃�木�県�生�ま�れ。宇�都�宮�大学�大�学�院�教�育�学�研�究�科�
修了。�栃木県の中学校教諭，�栃木県教育委員会義務教育課�
指導主事を経て，�現在，�国立教育政策研究所教育課程研究�
セン�タ�ー�教�育課�程�調�査�官�文部�科�学�省�初�等�中等�教�育�局�教�育�
課程課，生涯学習政策局参事官付教科調査官。�

技�
術�
分�
野�
に�
お�
け�
る�
学�
習�
評�
価�

［特集］�
家庭科，�技術�・�家庭科�
教育の�「�評価」�の在�り�方�

①教師か�ら�見�て�：教育の�改善�の�た�め�に�役立�て�る�
②児童生徒か�ら�み�て�：豊�か�な�自己実現�に�役立�て�る�
③社会�に�対�し�て�：何か�重要�で�あ�る�か�
　�　�　　�　　　　�学校�に�お�け�る�教�育�の�成�果　�を�示�す�

観　点� 趣　　旨�

材料と加工，エネルギー変換，生物育成�
及び情報に関する技術について関心をも�
ち，技術の在り方や活用の仕方等に関す�
る課題の解決のために，主体的に技術を�
評価�し�活用�し�ようとする。�

生�活�や�技�術�
への関�心�・�意�
欲�・�態度�

材料と加工，エネルギー変換，生物育成�
及び情報に関する技術の在り方や活用の�
仕�方�等�に�関�す�る�課�題�を�見�つ�け�る�と�と�も�
に，その解決のために工夫�し�創造�し�て，�
技術を評価�し�活用�し�ている。�

生活�を�工夫�し�
創�造�す�る�能�
力�

材料と加工，エネルギー変換，生物育成�
及び情報に関する技術を適切に活用する�
ために必要な基礎的・基本的な技術を身�
に付けている。�

生活�の�技能�

材料と加工，エネルギー変換，生物育成�
及�び�情�報�に�関�す�る�技�術�に�つ�い�て�の�基�礎�
的・基本的な知識を身に付け，技術と社�
会や環境とのかかわりについて理解�し�て�
いる。�

生�活�や�技�術�
に�つ�い�て�の�知�
識・理解�

①　�学習�指�導�要�領�解�説�に基�づ�き，項�目�・�事�項�にお�
ける目標を確認�

A（１）�　�

こ�こ�で�は，技�術�が�生�活�の�向�上�や�産�業�の�継�承�
と�発�展�に�果�た�し�て�い�る�役�割�と，技�術�の�進�展�
と�環�境�と�の�関�係�に�つ�い�て�関�心�を�も�た�せ�る�こ�
とをねらいと�し�ている。�

項目等� 目　　標�

A（１）�ア�

技�術�が�人�間�の�生�活�を�向�上�さ�せ，我�が�国�に�お�
け�る�産�業�の�継�承�と�発�展�に�影�響�を�与�え�て�い�る�
こ�と�に�気�付�か�せ，技�術�が�果�た�し�て�い�る�役�割�
について関心をもたせる。�

A（１）�イ�
技�術�が�環�境�問�題�の�原�因�と�解�決�に�深�く�か�か�
わ�っ�て�い�る�こ�と�に�気�付�か�せ，技�術�の�進�展�と�
環境との関係について関心をもたせる。�

②　�「評価規準に盛り込む�べき事項」の設定�

技術が生活の向上や産業の継承と発展に�
果た�し�ている役割と，技術の進展と環境�
との関係について関心をもっている。�

生�活�や�技�術�
へ�の�関�心�・�
意欲・態度�

生�活�や�技�
術�へ�の�関�
心�・�意�欲�・�
態度�

ア�

イ�

③　�「評価規準の設定例」�の検討�

・技術が人間の生活を向上させ，我が国�
における産業の継承と発展に影響を与え�
ていることに気付き，技術が果た�し�てい�
る役割について関心を示�し�ている。�

・技術が環境問題の原因と解決に深くか�
かわっていることに気付き，技術の進展�
と環境との関係について関心を示�し�てい�
る。�

A（３）�ア�

・�製�作�品�の�使�用�目�的�や�使�用�条�件�を�明�確�に�
し�，社�会�的，環�境�的�及�び�経�済�的�側�面�な�ど�か�
ら�材�料，使�い�や�す�さ�及�びじ�ょ�う�ぶ�さ�な�ど�を�
比�較�・�検�討�し�た�上�で，製�作�品�や�そ�の�構�成�部�
品�の�適�切�な�形�状�と�寸�法�な�ど�を�決�定�し�て�い�
る。�

B（２）�ア�

・�製�作�品�の�使�用�目�的�や�使�用�条�件�を�明�確�に�
し�，社�会�的，環�境�的�及�び�経�済�的�側�面�な�ど�か�
ら�設�計�要�素�を�比�較�・�検�討�し�た�上�で，製�作�品�
に�適�し�た�エ�ネ�ル�ギ�ー�変�換�方�法�や�力�の�伝�達�の�
仕�組�み，構�造�や�電�気�回�路�な�ど�を�決�定�し�て�い�
る。�
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1．評価の観点の考え�方�

　家�庭�科，技術�・�家�庭�科�の�観�点�別�学�習�状�況�の�

評価の観点�（�以下�「評価の観点�」�と略記）�の名称�

は�，�現�行�と�同じ�で�あ�る�が�，�改�訂�の�趣�旨�を�反�映�し�，�

学力の３つの要�素を踏まえて整理�し�ている。�

　�「�基礎的�・�基本的な知識�・�技能」�については，�

　小�「�生活の技能」�及び�「�家庭生活につい�ての�

知識・理解」�

　中�「�生活の技能」�及び�「�生活や技術につ�いて�

の知識・理解�」において�

　�「�課�題�を�解�決�す�る�た�め�の�思�考�力�・�判�断�力�・�

表現力等」�については，�

　小「生活を創�意工夫する能力」�

　中「生活を工�夫�し�創造する能力�」において�

　�「�主体的に学習に取り組�む態度」�については，�

　小「家庭生活�への関心・意欲・�態度」�

　中「生活や技�術への関心・意欲�・態度」に�

　おいて�

評価を行うこと�と�し�て整理�し�た。�

　特に，�今回の改訂では�，�思考・判断�し�たこと�

を�そ�の�内�容�を�表�現�す�る�活�動�と�一�体�的�に�評�価�す�

る�こ�と�が�重�要�な�ポ�イ�ン�ト�と�な�る�こ�と�か�ら，こ�

れにかかわる�「�生活を創意工夫す�る能力」�，�「生�

活�を�工�夫�し�創�造�す�る�能�力」の観�点�の�評�価�の�考�

え方に留意�し�たい。�

　�

2．評価の観点の趣旨�

〈�小学校家庭科〉�

○　�家庭生活への関心�・意欲・態度�

　今回，�教科目標の改訂�に伴い，�「その大切さ�

に気付き」�を追加�し�ている。�これは，�実践的・�

体�験�的�な�活�動�を�通�し�て，自分�の�成�長�を�自�覚�す�

るとともに，�家庭生活への関�心を高め，�衣食住�

を�中�心�と�し�た�生�活�の�営�み�を�大�切�に�し�よ�う�と�す�

る�意�欲�や�態�度�を�は�ぐ�く�む�こ�と�を�重�視�し�た�も�の�

である。また，�趣旨の�「�など」�は，�「�Ｄ身近な�

消費生活と環境�」�の内容を指�し�ている�（他の観�

点も同様）�。�

○　�生活を創意工夫す�る能力�

　こ�の�観�点�は，習�得�し�た�知�識�や�技�能�を�活�用し�

て�課�題�の�解�決�を�目�指�し�て�考�え�た�り�工�夫�し�た�り�

し�ているかなど�を見るものである�。�

　今回，�教科目標を踏ま�え，�「生活をよりよ�く�

筒�
井�
　�
恭�
子�

ツツイ　キョウコ�
石川県公立中学校，�高等学校教諭，�石川県教育委員会小松�
教育事務所指導主事，�石川県公立小学校教頭を経て，�文部�
科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官。�

　�

観　点�

［特集］�
家庭科，�技術�・�家庭科�
教育の�「�評価」�の在�り�方�

するために」�を追加�し�ている。�結果と�し�ての創�

意�工�夫�だ�け�で�は�な�く，その�過�程�を�含�め�て�評�価�

す�る�こ�と，子ど�も�が�考�え�た�り�工�夫�し�た�り�し�た�

ことを図や言葉�でまとめ，�発表�し�合うなど，�言�

語�活�動�を�中�心�と�し�た�表�現�に�係�る�活�動�を�通�し�て�

評価することに�留意する必要が�ある。�

○　�生活の技能�

　今�回�の�改�訂�で�は，小�学�校�で�学�習�す�る�基�礎�

的�・�基�本�的�な�技�能�が�中�学�校�の�学�習�に�発�展�的�に�

つ�な�が�る�も�の�と�し�て�明�確�に�位�置�づ�け�ら�れ，そ�

の�着�実�な�定�着�を�目�指�し�て�い�る�こ�と�か�ら，教�科�

の目標に対応�し�て�「�日常生活に必�要な」�を追加�

するとともに�「�基礎的・基本的な�技能」�と表現�

を改めている。�

○　�家庭生活につい�ての知識・理解�

　こ�の�観�点�は，衣食�住�や�家�族�の�生�活�な�ど�に�必�

要�な�基�礎�的�・�基�本�的�な�知�識�を�身�に�付�け�て�い�る�

か，�家庭生活を構�成�し�ている要素�（家族などの�

「人」�，衣�服�や�食�物�な�ど�の「も�の」�，�「時�間」�，�

「金銭」�など）�が分かり，その�成り立ちや意味�

について理解�し�ているかを見る�ものである。�

〈�中学校技術・家庭科　家�庭分野〉�

○　�生活や技術への�関心・意欲・態度�

　こ�の�観�点�は，身近�な�生�活�の�課�題�を�主�体�的�に�

捉�え，課題�解�決�を�目�指�し�て�意�欲�的�に�取�り�組�み，�

家�庭�生�活�を�よ�り�よ�く�す�る�た�め�に�実�践�し�よ�う�と�

す�る�態�度�が�身�に�付�い�た�か�を�見�る�も�の�で�あ�る。�

今回，�分野目標の改訂�に伴い，�「これからの生�

活を展望�し�て」�を追加�し�ていることは�，�将来に�

わ�た�っ�て�自�立�し�て�生�活�を�営�む�見�通�し�を�も�っ�て，�

自�ら�の�課�題�の�解�決�に�意�欲�的�に�取�り�組�む�こ�と�を�

重視�し�たものである�。�また，�「生活を工夫�し�創�

造する能力」�との関係を明確�にするため，�「進�

んで実践�し�ようと�し�ている」�に改めている�。�ま�

た，趣旨の�「�など」�は�「�Ｄ消費生活と環�境」�の�

内容を示�し�ている�（�他の観点も同様）�。�

○　�生活を工夫�し�創造する能力�

　こ�の�観�点�は，学習し�た�知�識�と�技�術�を�活�用し�

て，生活�を�見�つ�め�て�課�題�を�発�見�す�る�能�力�や�そ�

の�解�決�を�目�指�し�て�自�分�な�り�に�工�夫�し�た�り�創�造�

し�た�り�す�る�能�力�が�身�に�付�い�た�か�を�見�る�も�の�で�

あ�る。課題�の�解�決�を�目�指�し�て�工�夫�す�る�過�程�を�

含�め�て�評�価�す�る�こ�と，生徒�が�考�え�た�り�工�夫�し�

た�こ�と�を�図�や�言�葉�で�ま�と�め�た�り，発表し�た�り�

す�る�な�ど�の�活�動�を�通�し�て�評�価�す�る�こ�と�に�留�意�

する必要がある�。�

○　�生活の技能�

　こ�の�観�点�は，生活�の�自�立�を�図�る�こ�と�や�生�活�

を�工�夫�し�創�造�す�る�能�力�の�育�成�を�図�る�た�め�の�基�

盤�と�し�て，生活�の�自�立�に�必�要�な�基�礎�的�・�基�本�

的な技術が身に�付いたかを見る�ものである。�

○　�生活や技術につ�いての知識・理解�

　こ�の�観�点�は，生活�の�自�立�を�図�る�こ�と�や�生�活�

を�工�夫�し�創�造�す�る�能�力�の�育�成�を�図�る�た�め�の�基�

盤�と�し�て，生活�や�技�術�に�つ�い�て�の�基�礎�的�・�基�

本的な知識が身�に付いたかを見�るものである。�

　こ�れ�ら�の�４�観�点�は，相�互�に�関�連し�合�っ�て�い�

るので，�各学校におい�ては，�評価の観点及びそ�

の�趣�旨�を�十�分�理�解�し�て�適�切�な�指�導�と�評�価�の�計�

画を作成するこ�とが求められる�。�

家庭科の評価の観点�とその趣旨�

趣　　旨�

家�庭�生�活�へ�の�
関�心�・�意�欲�・�
態度�

衣食住や家族の生�活などに�ついて関�心�
をもち，�その大切さに気付き，�家庭生活�
をよりよくするた�めに進ん�で実践�し�よ�
うとする。�

生�活�を�創�意�
工夫する能力�

家庭生活につい�て見直�し�，身�近な生�活�
の�課�題�を�見�付�け，そ�の�解�決�を�目�指�し�
て，生活をよりよく�するため�に考え自�
分なりに工夫�し�ている。�

生活の技能�
日常生活に必要な�衣食住や�家族の生�活�
などに関する基礎�的・基本�的な技能�を�
身に付けている。�

家庭生活に�
つ�い�て�の�
知識・理解�

日常生活に必要な�衣食住や�家族の生�活�
などに関する基礎�的・基本�的な知識�を�
身に付けている。�

家庭分野の評価の観�点の趣旨 

観　点� 趣　　旨�

生�活�や�技�術�へ�
の�関�心�・�意�欲�・�
態度�

衣食住や�家族の生�活などに�ついて関�心�
をもち，これ�からの生�活を展�望�し�て家�
庭生活を�よりよく�するため�に進んで�実�
践�し�ようとする。�

※下線は変更点 ※下線は変更点 

生�活�を�工�夫し�
創造する能力�

衣食住や�家族の生�活などに�ついて見�直�
し�，�課題を見付け，�その解決を目指�し�て�
家庭生活�をよりよ�くするた�めに工夫�し�
創造�し�ている。�

生活の技能�
生活の自�立に必要�な衣食住�や家族の�生�
活などに�関する基�礎的・基�本的な技�術�
を身に付けている。�

生活や技術に�
ついての知識�
・�理解�

家庭の基�本的な機�能につい�て理解�し�，�
生活の自�立に必要�な衣食住�や家族の�生�
活などに�関する基�礎的・基�本的な知�識�
を身に付けている。�

家
庭
科
、技
術
・
家
庭
科
教
育
の�

　
　
　
　
　
　
　
　
評
価
の
在
り
方�
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感動体験�と�成功体験か�ら�
自信�と�意欲へつなげる評価の工夫�

1．は�じ�めに�

　家�庭�科�の�ね�ら�い�に�迫�る�キ�ー�ワ�ー�ド�は「感�動�体�

験」�と�「成功体験」�，そ�し�て，この２つの体験に基�

づいた「自信」と「意�欲」であると考える。新学�

習指導要領における主�な改善事項の「言語活動の�

充�実」を�はじ�め，�「伝�統�や�文�化�に�関�す�る�教�育�の�充�

実」�，�「道徳教育の充実」�「体験活動の充実」�という�

視点から，よりよき評�価の工夫について探ってみ�

たいと考えた。そこで�他教科・領域との関連を考�

慮�し�ながら『茶道体験学習』を�設定�し�た。�

　�

2．研究の概要�

（1）�　�視点�

○５年生「お湯をわか�し�てお茶をいれる」学習の�

発展と�し�て，社会科�（６年生）�道徳などと関連させ�

ながら＜茶道体験学習�＞の場を設定する。�

○実践化のための「自�信」と「意欲」につなげる�

ために，友達同士の相�互評価に加えて保護者の評�

価�（外部評価）�の場を設定する。�

（2）�　�めざす子どもの�姿�

①�家�庭�科�学�習�で�身�に�つ�け�た�基�礎�的�・�基�本�的�な�知�

識・技能を実生活の中で生か�し�ながら感動体験�

や成功体験を味わえる子ども�

②�感�動�体�験�や�成�功�体�験�を�も�と�に�周�り�の�ひ�と�・�も�

の�・�こ�と�に�積�極�的�に�か�か�わ�り，�「自�信」を�つ�け，�

「意欲」を高めることができ�る子ども�

③日本の伝統文化に関�心をもち，感謝と思いやり�

の心を自分の言葉で表現でき�る子ども�

（3）�　�研究仮説�

　家庭科と社会科，�総合的な学習の時間，�道徳などを関�

連させた学習の場を設定�し�，�「感動体験」�「成功体験」�が�

できるような評価を工夫することにより�，�子ども達は実�

践�化�へ�の「自�信」を�つ�け「意�欲」を�高�め�て�い�く�で�あ�ろ�

う。�

3．実践について�

（1）�　�基礎的・基本的な知�識・技能をもとに�

　家庭科学習を始めた５年�生の子ども達が最初に�

調理器具を使ってする体験�は，お茶をいれること�

である。家庭での食事でも�ペッ�ト�ボ�ト�ルのお茶で�

済ませることの多い現代，�自分でお湯を沸か�し�て�

いれて飲むお茶は，子ども�達にとっては大きな喜�

びだったようである。そこ�で，この感動体験をさ�

らに広げたいと考え，�〈茶道体験学習〉�を取り入れ�

ることに�し�た。�

（2）�　�〈茶道体験学習〉の場�の設定�

　子ども達に生き生きと主�体的に学習に取り組ま�

せるためには，楽�し�く魅力的な授業を�し�くまなけ�

ればならない。そこで，ガ�スこんろでお湯をわか�

し�てお茶をいれる学習の発�展と�し�て，茶道体験学�

習を設定�し�た。社会科の室町文化�（６年生）�茶の湯，�

道徳の礼儀・思いやり・愛�国心などの指導，さら�

に総合的な学習の時間にお�ける伝統文化の学習な�

どと関連させながら，指導�時間を確保�し�実施�し�た。�

お互いにお抹茶を点てて飲�むという活動を通�し�て，�

「感動体験」をすることが�できた。さらに友達に�

「おい�し�い」と言ってもらい「成�功体験」を実感�

し�た子ども達は，次はだれ�かのためにお茶を点て�

てあげたいという気持ちを�もつようになった。�

が，�「感動体験」�と�「�成功体験」�を味わった子ども�

達は今度はお客さんを招待�し�たいという思いをも�

ち始めた。その思いを実現�させるために授業参観�

を利用�し�て，保護者対象のお茶会�を設定�し�た。子�

ども達は今までの学習の成�果を保護者の前で発表�

することをとても楽�し�みに�し�ている反面，当日に�

なるととても緊張�し�ていた。�し�か�し�心を込めて点�

てたお抹茶を保護者が笑顔�で飲み，�「とってもおい�

し�いよ。�」�「ありがとう。�」�などという言葉をかけ�て�

もらうととても喜び，充実�感・満足感を味わうこ�

〈発展・関連学習指導内容の概略〉�
○茶道�（茶の湯）�の歴史�

○主な道具の名称�

　茶碗，茶筅，棗，茶杓，建水など�

○おい�し�いお茶を点てる３つのポイン�ト�

　①抹茶の量，②お湯の温度，③お湯の�量　が決めて�

○挨拶の言葉�

　�「お先に」�「お点前ちょうだいいた�し�ます」など�

○季節感，相手への「思いやり」と「感�謝」の心�

（3）�　�お茶会での発表の場�の設定�

　最初は自分自身がお抹茶�を楽�し�むだけであった�

〈子どもの感想〉�
○�わ�たし�は�保�護�者�の�方�と�の�コ�ミ�ュ�ニ�ケ�ー�シ�ョ�ン�を�大�切�

に�す�る�と�い�う�目�標�を�も�っ�て�い�まし�た。だ�け�ど�当�日�は�

やっぱり緊張�し�てきま�し�た。�でも上手にできて喜んで�

も�ら�え�て�よ�か�っ�た�で�す�。�ま�た�機�会�が�あ�れ�ば�し�た�い�で�す�。�

○�ぼ�く�は�お�母�さ�ん�達�に�お�抹�茶�を�出�す�と�き�に�と�て�も�緊�張�

し�ていま�し�た。�最初のお客さんの時は心臓が�ド�キ�ド�キ�

し�ま�し�た。でもお客さんに�「�おい�し�かったよ」�と言わ�

れたのでとてもうれ�し�かったです。�

○�わ�たし�が�お�茶�を�点�て�る�と�き�に�一�番�注�意し�た�と�こ�ろ�は�

お湯の量で�し�た。�私が点てたお茶をお客さんがおい�し�

そ�う�に�飲�ん�で�く�れ�て�い�た�の�が�と�っ�て�も�う�れ�し�く�て�

もっと�し�たいなあと思いま�し�た。�今日はすごく楽�し�く�

ていい勉強になりま�し�た。�この体験を生か�し�て大人に�

なっても�し�ていきたいです。�

〈保護者の感想〉�
○�想�像し�て�い�た�お�茶�の�味�と�は�全�く�違�っ�て�と�て�も�お�いし�

かったです。�おもてな�し�を�し�てくれた５年生は慎重に�

お茶を点ててくれてとても礼儀正�し�かったです。�また�

機会があれば参加させていただきたいで�す。�

○�ご�案�内�を�い�た�だ�い�た�と�き�嬉し�く�て�と�て�も�楽�し�み�にし�

ていま�し�た。初めての経験で�し�たので子ども達に�「�ど�

んなことをするの？」�と尋ねると笑顔で優�し�く教えて�

くれま�し�た。�お茶は心を和ませ穏やかな気持ちに�し�て�

くれます。�今日は子ども達の思いやりの心が伝わっ�て�

き�て�ほ�の�ぼ�の�と�し�た�時�間�を�過�ご�す�こ�と�が�で�き�ま�し�た�。�

○お茶会というのでとても緊張�し�ま�し�たが，�子ども達に�

点�て�方�を�尋�ね�て�み�る�と�と�て�も�嬉し�そ�う�に�答�え�て�く�れ�

ま�し�た。�親子ともによい経験になると思います。�今後�

も続けていってほ�し�いです。�

（4）�　�言語活動の充実�という視点からのまと�め�

　これまでの学習を振�り返って，�自分の気持ち�（感�

想）�を短歌で表現する場を設定�し�た。�35文字の限ら�

れた言葉の中に子ども�達一人ひとりが様々な思い�

を込めることができた�。この短歌は�し�おりに�し�て�

保護者へのプ�レ�ゼン�ト�に�し�た。�

4．おわりに�

　新学習指導要領の実�施にあたっては，ス�ト�ーリ�

ー�性�の�あ�る�指�導�計�画�が�重�要�に�な�っ�て�く�る�が，基�

礎・基本の定着の後に�発展学習と�し�て実体験の場�

を�し�くんでいくことは学習の�見通�し�をもたせ，関�

心・意欲を高める上で�も効果があった。�

　人とのかかわりの中�で，感動体験や成功体験を�

し�，友達だけでなく家族など�の大人から直接的な�

評価を�し�てもらえたことは，子ども�達の自信とな�

り実践化への意欲につ�なげていくことができた。�

　言語活動の充実を目�指�し�て今後，コミュニケー�

ション能力向上という�視点からも手立てを講じて�

いきたいと考えている�。�

長崎県西海市立松�島小学校　�橋本　�茂子�

～他教科・領域�と�の関連�を�考慮�し�た茶道体験学習�を�通�し�て～�
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とができた。指導と評�価の一体化から一歩前進，�

実践と評価の一体化を�図ることができ，さらに友�

達や教師以外の大人か�らその場で評価�し�てもらい，�

子ども達一人ひとりが�大きな満足感・達成感を実�

感できたようである。�

ちゃせん� なつめ� ちゃ�しゃく� けんすい�

ちょっと緊張しながら� 友達に心をこめて�

思いやりの心でおもてなし� 感動・成功体験をしおりに�

�
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技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

アジサ�イ�の�さ�し�木指導�と�ト�ウ�モロ�コ�シ�栽培�

　特に①については，次の�ようなことが指導項目�

と�し�て挙げられる。�

3．さ�し�木指導の目標と指�導項目�

　アジサイのさ�し�木は，授業時数１～２時間�程度�

で構成できる。指導の�目標は，次の２つである。�

　①�さ�し�木�の�方法�に�つ�い�て�理解�で�き�る�。�

　②�ア�ジ�サ�イ�と�私�た�ち�の�生活�に�つ�い�て�考�え�る�こ�と�が�で�き�る�。�

1．小学校で育てる作物と�学習内容�

　小�学�校�で�は�ど�ん�な�植�物�・�作�物�を�育�て�た�こ�と�が�あ�

る�の�か，中�学�1年�生�に�尋�ね�た。ア�サ�ガ�オ，�ト�マ�ト�，�

キュウリなどを育てた�ことがあるという。では，�

それらを育てながら何�を学習�し�てきているのだろ�

うか。�

　新�し�い小学校学習指導要領理�科の第５学年では�

「植物の発芽，成長，�結実」の条件等を学習�し�，�

第６学年では「植物の�養分と水の通り道」を学習�

することとなっている�。�

　中学校技術・家庭科�では，小学校のこれらの学�

習内容を踏まえたうえ�で作物の栽培について，生�

育に必要な諸要素や作�物の特性や規則性，管理技�

術など実際の活動を通�し�て指導することとなる。�

2．繁殖方法を学ぶアジサ�イのさ�し�木�

　小学校第３学年では�，夏生一年生の双子葉植物�

の種まきから育成活動�に入り，学年があがるにつ�

れて各種の種まきや苗�植えを経験することが予想�

される。私は，中学校�ではそれとは違った繁殖方�

法があることを生徒に�体験�し�，知って欲�し�いと考�

えた。そこで，さ�し�木による繁殖を取りあげ�た。�

　また，次のような理�由からアジサイのさ�し�木は�

生物育成の入門と�し�て適�し�ていると考えた。�

○�ア�ジ�サ�イ�は�１年草�で�は�な�い�の�で�，中学校第�１学年�で�さ�し�
木�を�行�え�ば�２学年�か�ら�花�が�咲�き�始�め�，�う�ま�く�い�け�ば�成人�し�
て�も�花�が�楽�し�め�る�。�
　→自分�の�成長�と�と�も�に�生長�す�る�記念�の�植物�と�な�り�得�る�。�
○�ア�ジ�サ�イ�の�さ�し�木�は�技術的�に�容易�で�あ�る�。�
　→特別�な�処理�を�し�な�く�て�も�発根率�が�高�い�。�
○設備�や�用具等�が�不十分�で�も�栽培�が�容易�で�あ�る�。�
　→洗面器�や�ハ�サ�ミ�な�ど�生活用品�を�活用�で�き�る�。�
○入手�が�容易�で�経費�も�か�か�ら�な�い�。�
　→無償�で�提供�し�て�く�だ�さ�る�方�を�す�ぐ�見�つ�け�る�こ�と�が�で�き�た�。�
○�さ�し�木後�の�管理作業�に�あ�ま�り�手間�が�か�か�ら�な�い�。�
　→水�や�り�だ�け�で�充分�で�発根後�の�管理�も�容易�で�あ�る�。�

○�さ�し�木�で�繁殖�で�き�る�植物�に�は�何�が�あ�る�か�。�
○�さ�し�木�に�必要�な�用土�は�ど�の�よ�う�な�土�が�よ�い�か�。�
○�ア�ジ�サ�イ�の�さ�し�木の発�根�率�を�高�め�る�た�め�に�茎の�カ�ッ�ト�は�ど�
こ�を�ど�の�よ�う�に�行�っ�た�ら�よ�い�か�。�
○�さ�し�木�の�ア�ジ�サ�イ�の�葉�を�半分�に�切�り�落�と�す�の�は�な�ぜ�か�。�

　また，ねらいの②は，ア�

ジサイは日本の四季を感じ�

させ楽�し�ませることから，�

豊かな生活に寄与�し�ている�

ことに気づかせたい。�

　さらに，さ�し�木の知識と�

技能が着実に身につくよう�

にするため，視聴覚機器を�

活用�し�，学習プリン�ト�には�

「何がどう分かったか。ど�

うすればよいか」を記述す�

るようにまとめの欄を設け�

る。�

　なお，評価にあたっては�，�

発問に対する生徒の反応や�プリン�ト�の記述内容か�

ら見取るとともに，定期考�査において，次のよう�

な設問を設け，言語活動の�充実を図るように�し�た。�

　実際の管理では，６月に�授業で一人ずつポッ�ト�

２個にさ�し�木を行った後，日陰に�移�し�て当番制で�

毎日水やりを行わせた。３�週間後にはほとんど発�

根�し�た。以降，液肥を一度�やり，１学期の終わり�

頃に自宅に持ち帰らせて管�理させた。課題と�し�て�

８月下旬にアジサイをスケ�ッチさせ，夏休み明け�

に提出させた。�

　翌年の6月，�学校でさ�し�木を行ったアジサイは赤�

や�ピ�ンクの花を咲かせた。�

〈設問例〉�
○�さ�し�木�に�す�る�ア�ジ�サ�イ�の�葉�は�半分�に�切�り�落�と�し�ま�す�が�，�そ�の�
理由�を�説明�し�な�さ�い�。�【知識・理解】�
○�さ�し�木�に�お�い�て�，�ど�こ�を�ど�の�よ�う�に�カ�ッ�ト�す�れ�ば�よ�い�で�す�か�。�
　�ア�ジ�サ�イ�の�さ�し�木�の�図�を�か�い�て�示�し�な�さ�い�。�【�生活�の�技�能�】�

4．生徒の受けがよい�ト�ウモロコシの栽培�

　新学習指導要領の学�

習内容を達成するため�

にはアジサイのさ�し�木�

以外の題材を用意する�

必要がある。その場合�

も今まで生徒が栽培�し�

たことがない作物や品�

種を題材と�し�て取り組むことを考えた。�も�し�，小�

学校の時と同�じ�作物や品種の場合なら，�当時の管�

理状況をさらによく調査�し�て，指導計画をたてる�

必要があると考える。�

　今回は，生徒の栽培経験�がなかった�ト�ウモロコ�

シを以下の理由から題材と�し�た。�

○明確�な�目的�を�持�っ�て�栽培�が�で�き�る�作物�で�あ�る�。�
　→品質�が�よ�く�収穫量�を�上�げ�る�こ�と�を�目的�と�し�た�。�
○�ト�ウ�モ�ロ�コ�シ�の�甘�さ�は�生徒�に�と�っ�て�魅力的�で�あ�る�。�
　→生徒�の�意欲喚起�が�容易�で�あ�る�。�
○苗植�え�か�ら�短期�で�収穫�が�見込�め�る�。�
　→５月下旬�に�植�え�，７月中旬�に�収穫�で�き�た�。�
○土�づ�く�り�の�必要性�を�体験�さ�せ�る�こ�と�が�で�き�る�。�
　→実�際�に�耕�し�て�裸足�で�土の�感触�を�確�か�め�る�こ�と�で�適度�な�
土�の�良�さ�を�感�じ�さ�せ�る�こ�と�が�で�き�た�。�

○�マ�ル�チ�や�土寄�せ�な�ど�の�管理作業�が�適度�に�あ�る�。�
　→�た�だ�し�農薬散布�は�教師�の�み�で�２回行�っ�た�。�

5．�ト�ウモロコシ栽培�の指導の目標と実際�
　５月下旬から７月までの�６時間で学習を展開�し�

た�ト�ウモロコシ栽培の指導の主な�目標は，次の５�

つである。�
　①作物�の�生育環境�を�理解�で�き�る�。�

　②土壌条件�を�理解�で�き�，土�づ�く�り�が�で�き�る�。�

　③生育�に�応�じ�た�管理�が�で�き�る�。�

　④目的�を�も�っ�て�栽培�が�で�き�る�。�

　⑤�ト�ウ�モ�ロ�コ�シ�の�生産�と�私�た�ち�の�生活�に�つ�い�て�理解�で�き�る�。�

第�1時�（�5月�下�旬�）�…�土�づ�く�り�：�堆�肥�や�化�成�肥�料�を�
すき込みながら耕起�し�，畝をたて黒マルチを張�り，�

苗植えを行った。�（ただ�し�，�この作業の２週前には�

あらか�じ�め教師の手で消石灰を散�布�し�，�1週前には�

牛糞堆肥と腐葉土を入れて�耕うん機でよくすき込�

んでおいた。�）�

第�2時�（�6月�上�旬�）�…�ト�ウ�モ�ロ�コ�シ�の�生�産�と�生�活�：�
ト�ウモロコシが三大穀物の�一つであり，家畜の飼�

料や人間の食料と�し�て利用されるほか，バイオ�エ�

タノールや甘味料の原料，�お菓子などの原料コー�

ンスターチと�し�て様々なところで生活に�利用され�

ていることを理解させた。�

第2時以降�（6月上旬中旬）�：観察を中心に，�生育に�

応�じ�て土寄せ，わき芽欠き，�除草など適宜行わせ�

た。土づくりの効果が�あらわれ６月末頃から，実�

が大きくなり糖度が増�し�てきた。この頃からカラ�

スによる食害を受け始�めたため，ネッ�ト�を張って�

防御�し�た。�

　�ト�ウモロコシはアワノメイ�ガなどの食害を受け�

やすく，無農薬栽培は�なかなか難�し�い。そこで，�

生育期間中，害虫防除�のため教師の方で薬剤を２�

回散布�し�ている。�（薬剤使用中の安全管理に不�安が�

あるため生徒には散布�をさせていない。�）�

第�5時�（�7月�上�旬�）�…�収�穫�・�試�食�：�デ�ィ�ジ�タ�ル�糖�度�

計�で�測�定�す�る�と�16.7～�17％�の�糖�度�で�あ�っ�た。同�様�

に市販の清涼飲料水�（アクエリアス）�を測定すると�

５％であった。この比�較によって，かなりの甘さ�

であることを生徒は理�解�し�た。その日のうちに茹�

でて給食時間に試食さ�せた。甘みが強く生徒に好�

評であった。なお，今�回用いた品種�（味来）�は生食�

もできるということで�ある。�

第6時�（7月中旬）�…片づけ，�まとめ�：評価問題と�し�

て以下のような設問を�作成�し�た。�

〈設問例〉�
○作�物�を�育�て�る�良い�土�の�条�件�に�つ�い�て�次の�４�つ�の�語�句�か�
ら�２�つ�を�選択�し�説明�し�な�さ�い�。�【知識・理解】�

保水性　排水性　保肥�性　通気性�
○栽培�で�使用�す�る�道具�を�答�え�な�さ�い�。�【知識・理解】�
○�カ�ラ�ス�に�よ�る�食�害�を�防�止�す�る�た�め�に�は�ど�う�い�う�手�立�て�を�と�
れ�ば�良�い�で�す�か�。�【工夫�し�創造�す�る�能力】�
○黒�マ�ル�チ�の�は�た�ら�き�を�説明�し�な�さ�い�。�【知識・理解】�

　今回の栽培は６時間�計画だったので，苗植えか�

らスター�ト�させたが，種を発芽させ�，育苗�し�て移�

植することも十分可能�で，10時間程度で指導計画�

を立てることができる�と考える。�

6．今後の課題�―言語活動の充実を�図る―�

　新�し�い学習指導要領では，�本教科においても言�

語活動の充実を求めて�いる。そこで，生物育成の�

指導においても今後は�，たとえば，収量を測定�し�，�

土壌や天気，管理作業�などの諸条件から結果を考�

察する学習活動を展開�し�，説明を試みさせたり，�

栽培活動において発生�し�た諸問題を解決するため�

に生徒間で協議できる�ような場を設定�し�たりする�

などの工夫が求められ�る。�

　指導計画にこれらの�活動の場を適切に位置づけ，�

指導の充実を図ること�が今後の課題である。�

み�ら�い�

さし木（線はカット部分）�

花壇を耕して畝づくり�

発根して生長するアジサイ�

福岡県糸島市立福�吉中学校　�尾�　�幸裕，塩田 登志彦�
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生�き�る力をは�ぐ�く�む�「栽培」�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

～明確な目標�を�設定�し�て評価す�る�，�「生物育成�に�関す�る�技術」�の授業実践～�

ある。そこで，市販されて�いる45リッ�ト�ル程度の�

土が入っているビニール袋�を容器代わりに使用�し�，�

苗や肥料，その他の資材に�ついても家庭で入手�し�

やすいものを用いた。これ�により，学習後は農地�

がない家庭でもベランダ等�で栽培が可能である。�

3．研究概要�

①　�題材の指導目標�

　・�ト�マ�ト�の基本的な手入れの方�法を身につける。�

　・栽培計画に応じた管理�作業ができる。�

　・育成状況を適切に評価�し�，目的を達成するた�

めに管理方法や作業を�工夫する。�

②　�指導計画�（9時間）�

　○栽培に関する基礎・基�本の習得�

　・育成条件や環境，管理�技術を学ぶ�

　○栽培計画の作成�

　・目的を達成させるため�の計画作成�

　○�ト�マ�ト�の植え替え�

　・袋に中玉�ト�マ�ト�の苗を植え替える�

　○目的達成のための管理�作業�（本時4/9）�

　・苗の状態にあった適切�な作業をする�

　○生物育成に関する技術�の評価と活用�

③　�題材の評価�

　○生活や技術への関心・�意欲・態度�

　・具体的な栽培目標を設�定�し�，環境負荷や安全�

な栽培方法を検討�し�，新�し�い発想を生み出�し�

て活用�し�ようと�し�ている。�

　・生物育成に関する技術�の課題を見つけ，様々�

な視点から比較・検討�し�，適切な解決策を考�

えようと�し�ている。�

　○生活を工夫�し�創造する能力�

　・栽培する目的や条件等�に応�じ�た栽培計画を立�

て，作物の種類や栽培環境等�を比較・検討�し�，�

適切な管理作業を決定�し�ている。�

　・苗の成長にあわせて，�適切な対応を工夫�し�て�

いる。�

　・生物育成に関する技術�の課題を見つけ，様々�

な視点から比較・検討�し�，適切な解決策を考�

えようと�し�ている。�

　○生活の技能�

　・計画に基づき，安全に�留意�し�た適切な管理作�

業ができる。�

　○生活や技術についての�知識・理解�

　・成長に応�じ�た管理作業や栽培に必要�な資材，�

用具，設備などについて理解�し�ている。�

　・主に発生�し�やすい病害虫や病害虫に�浸食され�

にくい育成方法，薬剤の使用�量を減ら�し�た防�

除方法について理解�し�ている。�

　�

4．本時の展開�

○目標�

　・�ト�マ�ト�の生育状況を評価�し�，適切な管理を学�

ぶ。�

　・管理作業の必要性を理�解�し�，状態にあった適�

切な管理ができる。�

○展開�

　①　�標準的な作物の管理技術�を学ぶ。�

　②　�苗を観察�し�，手入れを検討する。�

　③　�検討�し�た内容を基に，班で検討�する。�

　④　�検討の経緯を記録�し�，作業を行う。�

　⑤　�作業の内容を記録する。�

　�

5．授業を振り返って�

　生徒は，これまでの栽培�の授業のように学習�し�

た標準的な管理作業を行う�だけでなく，自分の苗�

にあわせて自分なりに思考�を�し�，周囲の生徒と情�

報を共有�し�，検討を�し�ながら判断を�し�て作業を行�

っていた。�

　生徒の苗の成長具合には�差があったが，生徒同�

士で「わき芽かき�し�ていないから，わき芽が�大き�

くなって�し�まったのでは？」�や，�「愛情が足りない�

から，もうちょっと手�入れ�し�てあげようよ」等の�

声があった。�

6．おわりに�

　生物育成の授業を行�う際には，周辺環境や予算，�

授業時数等の様々な課�題を解消する必要がある。�

今後，さらに生徒の関�心・意欲を高められ，学習�

指導要領に示されてい�る目標を達成できる題材や，�

授業展開の研究等を行�いたい。�

①　�目標・目的を明確�にする。�

②　�既�習�事�項�と�自�ら�が�管�理し�て�い�る�作�物�や�苗�の�

状態を検討�し�，適切な管理作業を�判断する。�

③　�管理作業を評価�し�て共有する。�

1．は�じ�めに�

　新学習指導要領では�，�「生物育成に関する技術」�

の題材と�し�て，栽培又は飼育を扱うこ�ととなった。�

し�か�し�，さいたま市立中学校の�大多数の立地条件�

や環境条件，生徒の実�態から鑑みると，栽培を扱�

うことが多いのではな�いかと考える。生物を栽培�

することついては，小�学校生活科や家庭菜園で経�

験を�し�ている生徒が多いが，生�活の中で実際に農�

作業を実際に目の当た�りにする機会は少ない。�

　現行学習指導要領に�よる「栽培」に関する授業�

は選択領域であり，一�般的な作業を行うことを主�

な目的と�し�ての授業形態が多かった。�その結果，�

多数の生徒の関心・意�欲は低く，栽培についての�

学習の意義や必要性を�理解するには限界があった。�

そこで，これらの課題�を解消�し�，生徒の生きる力�

をはぐくむためには次�の流れで取り組みを行う必�

要があると考え，実践�を行った。�

　なお栽培の授業を扱�う際には，食物や農薬等の�

ア�レ�ルギーなど，配慮を要する�生徒の把握を�し�，�

事故が発生�し�ないように注意をする。�

　�

2．研究のねらい�

　年間指導計画を作成�する際に，学習指導要領や�

編成要領，立地条件，�費用，時間，生徒の実態等�

の諸条件を検討する必�要がある。学習指導要領で�

示された４つの内容す�べてが必修となった今，生�

物育成に関する技術を�実施する時間数にも限りが�

ある。�し�か�し�生命を扱う内容のため，�今回は３年�

生の9時間で実施するこ�とと�し�た。�

　本校敷地内には農地�にできる土地はなく，本校�

周辺にもない。また，�畑を持っている家庭は少な�

く，学習�し�た内容を家庭で実践するこ�とは困難で�

埼玉県さいたま�市立大谷場中学校　�宮内　智�

図1  栽培環境�

図2  授業の様子�

図3  生徒の学習プリント�
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技�・�家�［�家庭分野�］�の実践�
�

技�・�家�［�家庭分野�］�の実践�
�

「�着�こ�な�し�を考�え�るた�めのス�ト�ー�リ�ーのある製作学習」�
～After Bathに�着�る�My Relaxwear（in Summer）�を�つ�く�ろ�う�～�

1．は�じ�めに�

　衣服の製作学習の位�置づけは学習指導要領の改�

訂に伴い変遷を遂げて�きた。今回の新学習指導要�

領の改訂では，図１に�示すように，これまでの選�

択履修の衣服製作から�，布を用いた物の製作が必�

修内容と�し�て位置づけられた。�ここでは，�衣生活・�

住�生�活�を�豊�か�に�す�る�物�の�製�作�と�し�て�　�「�Relaxwearの�

製作学習」の実践とそ�の評価について紹介する。�

（3）�　�評価基準�

　この実践における評価基�準を示�し�た。評価方法�

には，授業観察や授業ノー�ト�や製作品以外にミシ�

ン免許証や製作カー�ド�などを活用�し�た。製作カー�

ド�は，�「授業毎にバージョンアッ�プを目指そう」�を�

合い言葉に活用�し�た。進度把握と自己評価の内�容�

が盛り込まれたカー�ド�から教師も評価を行った�。�

　�「衣服を製作すること」�のみが目標ではなく，�着�

用場面に適�し�た着こな�し�を考えるためにこの学�習�

を位置づけたので，評価基�準は，衣服のはたらき�

や着用の�し�かたに関する視点が含まれて�いる。�

【生活や技術への関�心・意欲・態度】�

○　�衣�服�と�社�会�生�活�と�の�か�か�わ�り�に�関�心�を�も�ち，�

時�・�場�所�・�場�面�に�応�じ�た�衣�服�を�着�用し�よ�う�と�

し�ている。� 〔１　�ワークシー�ト�〕�

○　�衣服製作に関心をもって取�り組み，�自分の生活�

を豊かに�し�ようと�し�ている。�

〔２－①・②　�観察，製作カー�ド�〕�

○　�衣生活をよりよくすること�に関心をもち，�衣服�

の�は�た�ら�き�を�生�かし�た�着�こ�なし�を�追�究し�よ�う�

と�し�ている。� 〔４　�ワークシー�ト�〕�

【生活を工夫�し�創造する能力】�

○　�目�的�に�応�じ�た�着�用�や�個�性�を�生�か�す�着�用�に�つ�い�

て考え，工夫�し�ている。� 〔２－③　�作品〕�

○　�衣生活を豊かにするための�製作品を考え，�製作�

計�画�や�方�法�に�つ�い�て�自�分�な�り�に�工�夫し�て�い�る。�

〔２－①・②　�観察，製作カー�ド�〕�

○　�製作の成果と課題について�まとめたり，�発表�し�

たり�し�ている。�〔４　�まとめのワークシー�ト�〕�

〔改訂前〕�
　　�Ａ　�生活の自立と衣食住�
　　�（６）�　�簡単な衣服の製作�（選択履修）� �

↓�

〔改訂後〕�
　　�Ｃ　�衣生活・住生活と自立�
　　�（３）�　�衣生活・住生活と自立�
　　�　�ア　�布を用いた物の�製作�（必修）� �

図1　�　�衣服�の�製作学習�の�位置づ�け�

2．実践について�

（1）�　�ねらい�

　生活者と�し�ての自立をめざ�し�て，生活をデザイ�

ンすることのできる生�徒を育成することが家庭分�

野のめざすところであ�る。ここでは，衣生活をデ�

ザインする学習と�し�て，着こな�し�の視点を軸に衣�

生活の学習を展開する�ことと�し�た。生活場面に応�

じ�た着こな�し�を追究することが，衣服�の選択・手�

入れにつながり，主体�的に衣生活にかかわろうと�

する生徒の育成に結び�つくと考えた。衣服のはた�

らきは語れても，制服�を着崩�し�たり，宿泊学習で�

不適切な私服を選択�し�たりする生徒の心境は，�「こ�

れ�が�個�性�だ」�，�「だ�れ�に�も�迷�惑�を�か�け�て�い�な�い」�，�

「かっこいいと思われた�い」�などのようである。適�

切な衣服の着こな�し�ができる生徒の生活実践�に結�

びつくことをめざ�し�て，衣服製作の学習を展�開�し�

た。�

（2）�　�指導計画�

　�「衣生活をデザイン�し�よう」�という衣生活の学び�

の�ス�ト�ー�リ�ー�の�中�に「After Bath に�着�る My 

Relaxwear　�をつくろう」�の学習を位置づけた。着�

こな�し�を見つめ，その視点を生か�し�て衣服を製作�

し�，その製作品の手入れを�学習�し�た後，着用場面�

を設定�し�た。�

「衣生活をデザイン�し�よう」�

１　�衣服のはたらきと着こな�し�を考えよう�

①　�衣生活を見つめよう�

②　�制服着こな�し�セミナーを受けよう�

③　�衣服の着こな�し�のポイン�ト�をまとめよう�

↓�

2　�After Bathに�着�るMy Relaxwear（in Summer）�
をつくろう�

①　�製�作�カ�ー�ド�に�活�用�で�き�る�完�成�イ�メ�ー�ジ�カ�ー�
ド�をつくろう� （１時間）�

②　�イ�メ�ー�ジ�に�合�う�布�で�着�こ�なし�を�考�え�た�ハ�ー�
フパンツをつく�ろう� （５時間）�

③　�白いＴシャツを�染めて，�ハーフパンツにコ�ー�
ディネイ�ト�し�よう� （１時間）�

○　�ミニ作品展示会�を聞こう� （放課後）�

３�　�After Bathに�着�る�My Relaxwear（�in Summer）�

の手入れを�し�よう�

①�　�繊�維�博�士�に�な�っ�て�ア�イ�ロ�ン�か�け�に�挑�戦�しよ�う�

②　�手入れの�し�かたをまとめよう�

↓�

４　�衣生活とのかかわり方に�ついてまとめよう�
①　�消費�・�環�境の�視�点�から�衣�生�活�の�し�か�た�を話�
し�合おう�

○　�My Relaxwearの�宿�泊�学�習�で�の�着�こ�なし�や�
手入れについて実践�レ�ポー�ト�を書こう�

（夏休み課題・自主学�習）�

↓�

3．おわりに�

　評価のための記録を�授業内で完結させることは�

困難である。また，授�業後の製作品が毎時間の評�

価対象であるというの�も，生徒の学習の一側面の�

把握に留まるものであ�る。�

　授業における生徒の�学びの過程を視覚的にまと�

めた「ミシン免許証」�や「製作カー�ド�」は，生徒�

自身の意欲を高め，自�己評価にも役立つ有効な評�

価方法であるととらえ�ている。今回の実践では，�

これらを常時掲示�し�て，生徒同士が情報交換�でき�

るように�し�た。カー�ド�掲示は，教師がカー�ド�の管�

理が容易であり，カー�ド�による評価活動も短時間�

でスムーズに行うこと�ができるという副次的なメ�

リッ�ト�のあることが，実践�し�ていく中で気づかさ�

れた。また，学年・ク�ラスを越えた学びの共有の�

場が生まれ，学習の見�通�し�をもったり，衣服製作�

の工夫を他のクラスの�友達からも学んだりするこ�

とができ，予想以上の�高い効果を得ることができ�

た。�

【生活者�と�し�ての自立�を�めざ�し�て衣生活�を�デザ�イ�ン�す�る�学習】�

岡山県岡山市立中山�中学校　�　　　�　　�
（前　�岡山大学教育学部附属中学校）�小橋　�和子�

【生活の技能】�

○　�衣�服�製�作�や�衣�生�活�な�

ど�の�生�活�の�工�夫�に�関�

す�る�基�礎�的�・�基�本�的�

な�技�術�を�身�に�つ�け�て�

いる。�

〔�2－②　�ミ�シ�ン�免許証〕�

○　�安全で能率よく，�衣服�

製�作�を�す�る�こ�と�が�で�

きる。�

〔２－②　�観察・作品）�

　　�・目的に応じた縫い方�

　　�・用具の安全な取扱い�

【生活や技術に�ついての知識・理解】�

○　�衣�服�の�社�会�生�活�上�の�機�能�に�つ�い�て�理�解し�て�い�

る。� 〔４　�ワークシー�ト�〕�

○　�衣服製作に関する知識�を身につけている。�

〔２－②　�観察〕�

　　�・材料�と�用具�の�選択�・製作手順�や�時間�の�見通�し�

　　�・目的�に�応�じ�た�縫�い�方　�・用具�の�安全�な�取扱�い�

図2 「ミシン免許証」と「製作カード」の掲示�

After Bathに着る�
My Relaxwear
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　編者の吉原氏�は，は�じ�めにの箇所�

で次のように述�べる。�「生きる力」�や�

「確かな学力」�の訴えを見聞き�する�

たびに，家庭科�こそ出番だとい�う思�

いを強くする，�また，自分の生�活が，�

多くの「もの」�の命や，人びと�の労�

働や工夫，社会�の�し�くみやサポー�ト�

によって成り立�っていることを�知れ�

ば，どんなにか�孤独や孤立から�解放�

されて，自分た�ちを取り巻く生�活を�

よりよくする�自信をもち，未来�を志�

向することが�できることで�し�ょう，�

と。ここには�，家庭科の学びは�「生�

きる力」を育�てる上での鍵であ�り，�

子どもたちに�必要な学びは，家�庭科�

のような学び�であるという編者�の教�

育観・家庭科�観がある。�

　本書はその�証を示すかのよう�に，�

家�庭�科�教�師�に�よ�る�実�践�36例�（�小�学�校�

家庭科の実践�が15例，中学校の�実践�

が20例，�特別支援学校�の実践が１例）�

と大学の研究�者18名によって，�学習�

指導要領の解�読，生活の科学の�基礎，�

そ�し�て現代の様々な�生活課題の科学�

的な解明が述�べられている。そ�の内�

容は，衣・食�・住・家族・保育�・消�

費・環境・金�銭経済等，多種多�様な�

実践と諸生活�科学が含まれてお�り，�

それを，総勢�54名によって，各�項目�

見開き２頁，�総頁約200頁に凝縮�し�て�

示されている�。それはまさに，�各執�

筆者の主張の�エッセンスといえ�るも�

のである。�

　実践は，�（1）�題材について，�（2）�題�

材の目標，�（3）�授業展開，�（4）�成果と�

課題，という柱で�述べられている�。�

（�4）�成�果�と�課�題�が�あ�る�点�が�こ�の�本�の�

特徴の一つである�といえる。そこ�か�

ら読者は，単にそ�れを“自分もや�っ�

てみよう”という�ことにとどまら�ず，�

自分なりの授業実�践を“創る”手�が�

かりを得ることが�できる。研究者�は�

実践者から授業の�見方を学ぶこと�に�

もなるであろう。�

　このような本書�の構成の仕方に�，�

約40年余，実践者�とともに家庭科�教�

育をつくってきた�編者吉原氏の一�貫�

し�た姿勢を見る思�いがする。実践�者�

も研究者も本書か�ら学ぶ面は，今�も�

これからも実に大�きいと思われる�。�

16　KGK　�ジ�ャ�ー�ナ�ル　Vol.45-3

鶴田　敦子�
（聖心女子大学　教授）�

図書紹介�
�

生活を科学し，実践する力を育てる�
授業づくり�

子どもがいきる家庭科�
吉原　崇恵　編著�

開隆堂出版／定価2,415円（税込）�


